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はじめに 

ｂアクセス(以下、「本ソフトウェア」)は、日本通信が提供する通信をより快適にご利用いただくため

のソフトウェアです。 

おことわり 

本ソフトウェアは、本ソフトウェアに付属の使用許諾契約のもとでのみ使用することができます。  

本ソフトウェアは、本ソフトウェアの定める動作環境でご使用ください。 ご利用のコンピュータのシ

ステム構成等によっては正常に動作しなかったり、全く動作しない場合があります。  

 

本マニュアルに記載の画像は、実際に表示されるものと異なることがあります。本ソフトウェアの

仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 

本ソフトウェアの一部または全部を無断で複製、販売、譲渡、またはネットワークにより提供するこ

とを禁止します。 本ソフトウェアを改変すること、または本ソフトウェアの機能等に変更を加えるこ

とを目的としたプログラムを作成、使用、譲渡、貸出またはネットワークにより提供することを禁止

します。 本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイルまたは逆アセンブルすることを

禁止します。  

 

本ソフトウェアを使用したことにより損害が生じた場合でも、社会通念上、日本通信の行為に起因

して通常発生すると認められる損害（通常損害）を超える損害については、日本通信は責任を負

わないものとします。あらかじめご了承ください。 

システム条件 

・Mac OS X バージョン 10.4  

・PowerPC G3 400Mhz 以上および Intel プロセッサを搭載した Macintosh 

・256MB 以上の RAM 

 

対応プラン 

b モバイル ONE 

b モバイル・アワーズ 

b モバイル DAYTIME 

b モバイル・クリカ 
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１．インストール手順 

インストールは管理者権限で行うようにしてください。  

管理者以外のアカウントでは正常にインストールできない場合があります。 

 

はじめにすべてのプログラムを終了させてください。 

終了させない場合、作業中のデータが失われることがあります。以前のバージョンのｂアクセスを

ご利用の場合は、必ずアンインストールを行った後にインストールを行ってください。 

 

 

1. 「b-Access***.dmg」のアイコンをダブルクリックしてインストーラーパッケージをマウントします。 

 

 

 

2. 次に、ファイル「b-Access.mpkg」をダブルクリックして b アクセスのインストールを開始します。 
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3. インストールするアプリケーションの紹介が表示されます。「続ける」ボタンをクリックします。 

 

 

4. 大切な情報が表示されます。内容を確認して「続ける」をクリックします。 
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5. 使用許諾契約が表示されます。内容を確認して「続ける」をクリックします。 

 

 

6. 使用許諾の確認が表示されます。「同意します」をクリックします。 

 

 

7. ｂアクセスをインストールするボリュームを選択して、続けるをクリックします。 
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8. 「インストール」ボタンをクリックして、インストールを実行します。 

 

 

9. 認証画面が出てくる場合は、名前とパスワードを入力します。 

  

※ ここで入力する名前とパスワードは MacOS X の管理者が設定したものです。 

  管理者の情報は「システム環境設定」の「アカウント」を参照してください。 

 

10. 確認が表示されます。「インストールを続ける」をクリックします。 
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11. ファイルのコピーが終了すると下記の画面が表示されます。「ログアウト」ボタンをクリックして

インストールを完了します。 
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２．ソフトウェアの起動 

ｂアクセスインストール後は、ｂアクセスアイコンが DocK 内に表示されるようになります。 

Dock 内のｂアクセスアイコンを長押しして、メニュー画面より下記を選ぶことができます。 

 

■ PHS で接続する（PHS を切断する） 

■ 設定 

■ 終了 

 

   

 

ｂアクセスを再起動するには 

「Macintosh HD」＞「アプリケーション」＞「b-Access」から”b-Access”をダブルクリックします。 

 

 

 

ｂアクセスの詳しいご利用方法につきましては、「ｂアクセス使用説明書」をご利用下さい。 
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３．アンインストール手順 

コンピュータ上にインストールされたｂアクセスをアンインストールするにあたり、始めに Dock 内の

ｂアクセスアイコンを選択し、終了をクリックします。 

 

 

アンインストールは以下の手順でおこなうことができます。 

 

① プログラム本体の削除 

「アプリケーション」フォルダの中の「b-Access」をゴミ箱に移動します。 

 

② 初期設定ファイルの削除 

「ホーム」－「ライブラリ」－「Preference」フォルダの中にある「b-Access」をゴミ箱に移動しま

す。 

※このファイルはインストール時やアップグレード時に上書きされませんので、旧バージョン

からｂアクセスをアップデートする場合は必ず行ってください。 

 

③ 場所の削除 

システム環境設定のネットワークを設定し、場所「BMAUTODL」を削除します。 

 

④ その他ファイル 

その他 CCL ファイルなどをシステム内にインストールされていますが、特に削除する必要はあ

りません。 

 

 

 

 

Manual Version –071016 
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